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の
建
‘設
的
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''
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ギ
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を
は
じ
め
米
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佛
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ツ
の
對
支
援
助
柹
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潑
に
續
け
ら
れ
た
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-そ
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.前
佌
紀
中
葉
以
，降
、
支
那
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言
ふ
ま
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な
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ん
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が
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史
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實
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の
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た
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。
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日
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.の
立
場
と
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か
に
衝
突
す
る
。
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戰
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遂
の
'目
標
. 

，か

ら

見

て

も

、

或

城

わ

が

.國
の
南
方
政
策
の
，展
開
か
ら
言
つ
て
も
、
ア
メ
恥
カ
の
镳
度
抹
、
多
分
に
妨
害
的
•要

素

を

形

成

す

る
.0
最
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の
-狀
勢
は
、、
南
方
問
題
を
中
心
と
し
て
、
，日
•米
樹
立
の
激
化
さ
へ
危
惧
さ
れV

ゐ
名
-
Q要
は
日
本
の
標
傍
す
•る「

東
蓝
新
秩
序
述
設」 

の
眞
意
.に
對
す
る
先
方
の
迦
解
如
何
芦
係
る
^
見
ら
れ
名
。
し
か
も
ア
メ
.リ
カ
が
あ
ぐ
ま
で
極
東
に
對
す
る
.そ
の
利
寄
を
固
執
す
.る
所 

.
以
の
も
の
は
、
_艰
し
て
奈
縵
に
葙
す
る
の
で
あ
ら
ぅ
か
。
そ
の
現
實
的
地
盤
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
極
東
質
易
政 

策
を
吟
味
す
る
必
务
が
あ
る
.。
蓋
I
沙
く
と
^
最
近
に
い
た
.る
ま
，で
.、
ア
'メ
リ
力
の
對
極
爾
活
動
の
主
流
は
、
投
資
ょ
り
も
寧
ろ
貿
释
. 

關
係
の
設
定
に
.あ
つ
た
か
ら
で
あ
り
"
し
か
も
近
き
將
來
に
關
す
.る
’限
り
、
とQl

事
情
に
火
な
る
改
變
は
豫
想
.せ
ら
れ
な
い
の
で
お
る
。

.‘
と
の
意
味
に
お
い
.て
、
最
泜
の
對
極
東
質
易
の
實
狀
をS
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と
し
た
本
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設
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せ
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れ
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
三
八
年
以
降
は
ノ
と
く
に
極
來
問
題
に
對
す
る
公
正
且
つ
建
設
的
な
分
析
を
3
1的として數種 

.

.

.の
有
益
な
刊
行
物
を
發
表
し
來
つ
て
ゐ
る
。
本
書
も
亦
、
そ
の一

盼
と
し
て
、
分
析
は
必
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し
も
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く
は
，な
い
が
パ
時
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四
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應
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前
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東
工
作
は
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支
那
大
陸
を
中
心
と
し
て
進
め
ら
れ
、
第

一

次
歐
洲
大
戰
以
後
に
お
い
て
•

日
本
と
並
ん
弋
,

普
な
攆
领
お
於
し
た
。
し
か
紀
日
本
P
進
出
を
阻
む
た
め
に
、
イ
ギ
リ
ス
と
結
ん
，•で
，■支
那
國
民
黨
政
府
を
支
梭
し
ノ
滿
洲
事
變
を
經
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令
次
#
變
下
現
在
に
い
た
る
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針
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非
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的
態
度
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持
’續
し
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。
•目
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、
’南
方

問

勝
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つ

て

わ
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と
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に
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追
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^
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つ
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譬

_サ

'

リ

カ

側

か

ら

見

れ

ば

、

.

そ

‘
の

へ

極

朿

質

易

，

.は

、

極

く

初

期

ゆ

务

い

そ

は

、

東

.洋

的

特

糜

物

の

 

ー^ -

的

取

得

’
で

魟

つ

た

。

支

，那

扒

ら
 

0

茶

、〉

絹

及

南

京

.更

紗

等

の

# ,

給

が

、

そ

の

主

た

^

^

の

，で

ぢ

^ :

、、
：
&

れ

ぼ

對

レ

.て

ブ

メ

<

カ

製

'品

の

#

出

ぱ

.
僅

少

で

あ

:0
.た

。

' 

や

が
 

て

ア

.

.メ

4

カ

エ

：業

の

進

展

と

極

東

諸

_

の

經

，濟

-
的

發

達

は

.
、
バ

主

.と

し

，て

製

品

敗

_路

ど

1 >
.
て

ね

極

柬

灯

’
.地

位

に

：着

目

ぜ

し

め

た

。

十

九

世
 

紀

末

葉

^

%

い

•
.て

V

,
先

.、、ヴ

綿

織

物

、
：

■
-
次

い

.で
'右

犰

の

.

'

¥

が

有

望

_

せ

ら

れ

た

0
:ニ

 

、

ぐ

• 

V

 

•

.

,

.

.
今

世

紀

电

人

'
る

.
に

.及

ふ

で

*

こ
.
：'の

事

情

^ .

急

速

，£

變

_

,

し

だ

-。
；̂

、
オ

が

カ

&

身

办

工

業

の

發

展

は

‘
ハ

新

た

に

極

來

に

m

し

て

ゴ

ム

と
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著
1
ア

メ
ネ
力̂

糖

取

賞

易

し'

ノ
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五
0 

(

四
ー
ニ
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-
' 
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 ̂

 ̂

 ̂

> 

'

^

の
耍
康
程
度
を
高
め_
る
琪
と
な
つ
た
. °
他
方
に
お
い
，-で
！
0-
本
を
は
じ
め
極
^

も
、
こ
の
頃
か.
ら
着
實
な
X
業
化
の
過
程
に
乘
り 

入

れ

た

。

そ
れ
に
伴
づ
ー
て
、

「

'極
策
市
場
に
，お
け
る
競
爭
的
な
エ
業
&
の
勃
興
が
恐
れ
ら
れ
、.
ひ
>
て
は
廉
惯
な
極
朿
，エ
業
製
品
の
ア
メ 

5
カ

進

入

さ

：
へ

懸

念

，
せ

.
'̂
れ
た
9
ル
か
も
一
九.
三
0
年
に.
い
た
る
ま
'で
は
，
ア
メ
，リ
カ
と
極
鬼
諸
國
と
の
間
に
は
*
主
と
し
て
非
競
合 

的
料
の
交
換
を
通
じV

、

大
德
に
お
いK

補
完
的
關
係
が
親
け.
ら
れ
た
'と
’解
せ
ら
れ.
る
。
極
東
に
お
け.
■る.
輕•
工
業
'(

と

く

.
に

日

本 

紡
鑌
業)
の
興
隆
は
、*そ
め
後
に
%
い
て
积
實
に
ア.
メ
リ
カ.
市
場
に
さ
^
蠶
食
を
開
始.
レ
、
脅
威
を
與
ふ
る
に
至
つ
た
。
X
近
年
の
經

.濟
的
國
象
主
義
の
像
播
は
、
數
種
の
戡
本
的
原
料
の
提
供
を
極
東
に
の
み
仰
ぐ
危
險
を
、
ア
メ
リ
カ
を
し
て
痛
感
せ
し
め
る
効
艰
を
も

ら

た

尸

：

.
-
,
、

■

 

,  

’
.
、
，
、
•

.

著
者
に
-̂
れ
ば
/
か〜
る
狀
鶴
か
ら
徒
ら
に
悲
觀
的
結
論
を
引
く
こ
-と
は
妥
當
で
な
い
^
蓋
し
工
業
化
を
生
軸
と
す
る
極
東
諸
國
の 

經
濟
的
發
展
.は
、
ア
メ
リ
ヵ
‘、エ
業
に
對
し
て
>
新
市
場
分
龄
の
開
拓
を
意
味
す
る
に
外
な
ら〔

な
い
か
ら
で
あ
る
0
高
度
の
段
階
に
あ
る 

ア
，
メ
リ

，
カ

エ

業

.に
と
つ
て
ノ
そ
れ
は
格
好
の
‘販
路
^
形
成
す
る
0
'機
械
、
工
作
機
械
の
み
な
ら
ず
-
日
本
以
ル
の
極
東
諸
邦
に
對
し
て 

は
運
輸
*

、̂
鑛
山
開
發
資
材
の
提
供
'
1前
途
頗
る
有
望
：で
权
る
0
か

、
か

關

聯

ル’、旣
.に
可

成

り

以

时

か

ら

部

分

的

、に
.
は

實

現

中 

,
で

も

あ

づ

た

。

たt現
時
の
國
際
不
{女
，、
と
ぐ
忙
極
東
に
お
け
る
粉
爭
め
擴
大
か
ら
し
.て
、
動
も
す
れ
ば
ア
メ
リ
カ
ば
神
經
過
敏
的
に
、 

を
#
ぶ
む

，か

の

如

く

で

あ

る

9

'經
濟
的
觀
點
か
ら
し
て
、
著
者
は
と
れ
に
對
し
て
二
つ
の
對
策
を
揚
げ
る
o j

は
消
極
策
で
あ
り
、
他
は
積
極
策
で
あ
る
。
.即
ち
前 

者
に
ょ

, ^
ば
、
.極
取
.に
對
す
る
輸
出
貿
易
W
伸

長

を

斷

命

す

る

と

共

に

，
、

.極
東
か
ら
め
輸
人
，へ
の
依
存
程
度
引
下
げ
に
努
力
し
、
國
PS 

，代
用
品
の
^
®
乃
至
は
汎
米
ブ
.ロ
ッ」

ク
圈
5
!か
ら
の
供
給
確
保
に
轉
向
す
.る
事
で
あ
る
0
へ
後
者
に
ょ
れ
ば
、
極
粜
市
場
の
開
拓
に
乘
,M
i
-. 

'
し

1
^:
>

:

^そ

わ

エ

桊

化‘の
.
た

め

杧
}

役

買

は

ん

と.
る

す

も

の

，
で

あ

る

0.

3

-t«
g
u
1lw
w
y
s
ly
f
;!ylj

そ
の
い
づ
れ
が
正
し
：く
且0

見
込
あ
る
も
の
で
‘あ
る
か
"•
問
題
は
ざ
.̂
に
國
際
政
活
上
わ
策
略
と
關
聯
す
る
が
故
に
、
輕
_
な
豫
測 

的
判
斷
は
許
さ
れ
な
い
0.
わ
れ
く
日
本
人
と
，し
て
は
、
あ
ぐ
ま
で
ア
メ
リ
ヵ
側
の
建
設
敗
a
度
，を
の
み
望
む
に
盡
き
る
。

..
哿
者
は
こ
の
推
論•
檢
討.
の
根
據
を
與
ふ
る
a
的
を
以
て
、.
近
年
に
お_
け
る
'ア
メ
V
力
極
東
質
易.
の
實
證
的
分
析
を
展
制
す
る
。
そ
の 

概
括
的
結
搌
は
次.
の
如
く
で
あ
る
。
,
', 

- 
_ —  

’ 

• 

/.

ノ
ア
メ
リ
力
の
對
極
東
贸
易
概
況(

全

質
,̂
額
中
の
此
率〕

，-  

-

-

» 

.

,

> 

\ 

* 

,
輸

入

-:-
•
 ̂
.
!•
■

輸.

\
出

，

-
'

•

.

1
.

九1
1

六

丄

ニ

〇

年' 

‘ ニ
<
_

•八
.
：

 

.
•

■.

! :‘•
§

!

,
广
，
.
.
 

’

'  

' .1
-

九

，
三
七
I 
年
-
‘ 

.
ニ
九•
九

パ

，、

■. 
.
-，
六

丄

‘

と

の

阈

際

經

濟

硬

蕺

化

の

期

間

に

お

，い

1
、

か

く

の

，
如

き

割

合

の

上

#-
'
が
指
摘
.せ
ら
れ
る
。
し
か
も
著
者
が
揚
げ
る
日
•支
•
印
•
馬 

來
•蘭
印
•比
鳥
の
六
邦
に
對
し
て
、
二
九
ニ
六
|
三
〇
年
に
.お
い
て
は
：
ア
メ
リ
.力
.は
悉
く
人
超
の
關
係
に
立
ち
、
三
七
年
に
お
い
て 

も
、
日
本
を
除
いV

は
同
じ
く
人
超
で
あ
つ
た
タ
他
ガ
に
扣
い
て
ゥ
こ
れ
ら
六
邦
の
對
米
貿
易
に
つ
い
ズ
は
、

い
づ
れ
も
そ
の
全
貿
易 

額
中
に
占
，め
る
ア
.メ
リ
カ
の
地
位
は
、
極
め
て
上
位
に
あ
る
事
が
見
出
さ
れ
る
。 

•

‘
か
S
る
關
聯
か
ら
し
て
、•
綠
論
的
に
‘次
め
ニ
つ
の
事
實
が
引
‘か
れ
る
，o
即
ち.
少
く
と
も
一
九
三
八
年
以
前.
に
^
い

て

は

、
極

來

は

.ア 

メ.
リ
ヵ

に

對

し
.
て
ノ
そ
の
輸
出
品
販
路
と
じ
て.
ょ
り
，も

原

科

供

給

地

域

と

し

で

、

ょ
い
重
要

.
で
あ
づ
た
と
仏
ふ
事
が
、
そ
の
一
で
あ
る
。 

然
し
て
極
東
諸
^ 'k

と
つ
て•
の
對
米
貿
易
の
意
義
は
、
ア
メ
リ
ヵ
^
と
0 .
て
，の
，•極
聚
質
岛
'の
，意
義
わ
り
も-
、
遙
が
た
重
、大
で
.あ
る
と
い 

-4

事
が
、
そ
の
ニ
，で
あ
る
。
し
か
し
ア
メ
リ
ヵ
に
と.
つ
て
は
、.
そ.
の
必
要
重
要
原
料
广
と
く
に
軍
需
上
、■の
可
成
り
多
く
を
、
極
來
ょ
り 

わ
輸
入
に
仰
ぐ
と
い
ふ
點
に.
：お
い
七
> 
極
東
質
舄
を
‘輕
視
し
得
な
：い
實
猜
が
存
す
る
0
洳
へ
«
<ア
ン
■チ
? .
一
 
1

、
ク
ロ
ミ
ウ
、ム
、
?

.

•
デ
ィ
1-
T
5..
ッ：ギ
著「

ア<• 
メ
免
力
め
|.滿
>|
1
資
^'
へ
\
 

 ̂

/マ
瓦1

.

(

四
H
e



作 * * 坪^ ^ 知 ^ ^ 七 一 で 與 ^ ^  そふず ^ ^

F;
ru«
TK 
ィ 
|
ト'!),
ッ
ヒ
琴
，
ア>.
1;
:-
カ.
な
換
艰
質
易
ぐ
、

，-
' 
.
'
 

一
五
二 

’
 
c
PH-
'l
四)

殼
、
-■
笼

'

マ
 

一
,ラ

織
^

/
 

キ
-チ
1
*ネ
、
、'
n-A
、.
絹
*
.錫

ス

久

パ

タ

犬

.
テ
K

羊
毛
等
，が
、
そ
の
，主
な
る
も
の
で
あ
る
。
就
中 

南
方
領
域
か
ら
の
ゴ
.ム
と
錫
に
對
す
る
依
存
性
.の
高
い
事
^

^
令
日
离
知
.の
褰
實
：で
あ
.
-る
0
、
 

, 

.ノ

' 

’ 

.

.
,純
粹
に
經
濟
的
見
地
か
ら
は
、
.，.ア
メ
が
ガ
と
極
敗
諸
國
の
，相
®
依
存
關
係
の
_
滿
な
.る
緊
密
化
が
望
ま
し
い
と
言
ん
る
。
し
か
も
上 

記
諸
原
料
の
多
く
の
產
地
扒
、
英
領
マ
レ
ー
？
蘭
印
等
、
办
甄
の
^

的̂
@
?«
-
下
^
あ

り

、

且

つ

又

、

日
本
の
，大

東

.蓝
共

榮

圈

樹

立-の
. 

主

張

が
，
' か
.
Vる
植

民

的

隸

屬

狀_
の
'
.解
放

を

印

指

す

點.に
%-
い
，..で
，、.，
問

跟

は

极

め̂
複
雜
化
す
る
0
，最
悪
の
場
'合
に
^ ,
、

日

米

開

熟 

名
止
む
を
得
な
い
所
以
で
あ
る
0 

-
ノ
' 

,
 

T 

-

以
上
が
ア
メ
リ
カ
の
•極
朿
貿
易
に
關
す
る
概
、觀
で
あ
石
が
、マ
實
情
を
れ
.̂
-
明
ぢ
か
な
ら
し
め
る
'た

办

に

，
、
|.
著

者

は

第

ニ

章

以

下

第

五 

章
ま
.で
.、
各
國
別
れ
考
察
に
：移
る
。
日
本
、.
支
那
、

フ
イ
リ
ッ
‘
1̂
;

^
、ハ
'
.レ
ー
及
'队

亂

印

が

、

そ
の
，
主

要

對

象

で

あ

石

。
，
夂

章

と

1

統 

訐
的
贺
辕
を
基
礎
と
し
て
、
'
比
較
的
公
丑
な
立
場
ょ
り
分
柝
が
行
は
れ
1
0へ
そ
の
間
傾
聽
す
‘べ
き
所
論
も
中
丸
少
く
な
い
0 

例
へ
ば
日
米
質
易
關
係
に
つ
い
て
は
*

精
密
な
る
、•歴
史
的
•
實
證
的
檢
討
の
後
に
、
.通
商
協
定
の
再
開
を
望
ま
し
い
と
見
る
。
そ
の 

具
體
的
方
策
(0
'
4
-
_
つ
.と
し
で
、
フ
イ
リ
ッ
ピ
ン
5:
-含
，め
9

の
三
角
貿
遏
の
設
立
を
提
案
す
る
。
經
濟
的
に
、は
R

V米
兩
國
.の
提
携
が
、双 

，方
に
有
利
な
事
は
自
明
で
あ
る
。
た
^

こ
れ
を
阻
，む
も
以
に
政
治
的
乃
^:
は
感
情
的
理
掛
•の
伏
在
ず
る
事
は
、
.正
に
著
者
の
指
摘
す
る
“ 

如
ぐ
で
あ
ら
ぅ
。 

W

 

-

又
支
那
に
つ
い
て
は
、
そ
の
經
‘濟
的
發
達
の
將
來
性
を
、
當
然
高
く
評
價
す
る
。
だ
が
、
吏
那
建
設
に
、®
す
る
日
本
の
意
圖
に
つ
い 

て
は
、-,
著
者
も
亦
、
充
分
の
理
解
を
缺
い
て
ゐ
る
樣
•で
あ
る
。
.

-

-

-

,

ブ

ィ

リ

、
ゾ

ビ

ン
_

し
て
は
、
豫
約
さ
れ
た
る一

九
四
六
年
.の
獨
立
に
い
た
る
±-
で
の
通
商
エ
作
が
問
題
で
あ
る
0
著
者
は
そ
の
方 

策
と
し
て
、
次
.の
兰
っ
を
考
へ
る
。
.
一

は

完

全

に

分

離

し

，て

外

國

と

し

.て
の
取
极
を
'す
る
■か
、、一 .1

は
來
v
it
間
に
特
惠
的
協
定
を
結
ぶ

か
、
三
は
現
狀
の
維
持
か
、
そ
の
い
づ
れ
か
で
あ
る
o
し
か
も
最
赴
'の
極
ぎ
情
_勢

=±
り
す
れ
ば
、
锒
に
經
濟
的
の
み
な
ら
ず
、
政
治
的
'' 

第
事
的
に
も
、
フ
ィ
リ
，ッ
ビ
シ
、と
の
提
携
の
、緊
密
化
さ
れ
っ
'1
あ
る
の
比
必
然
で
あ
る
。
：

‘：

,
最
後
に
英
領
マ
レ
ー
並
び
に
蘭
印
に
對
し
て
'は
、
徹
頭
徹
尾
ゴ
ム
と
錫
の
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
の
重
要
性
が
說
か
れ
る
。
そ
の
確
、保 

の
た
め
に
は
、
ア
メ
リ
カ
と
し
て
も
、
餘
程
の
努
力
を
拂
ふ
決
意
の
あ
る
事
は
容
易
に
頜
か
れ
る
ノ
そ
の
反
面
に
お
い
て(

蒂
者
が
掛 

げ
.る
所
の
>
蘭
印
を
含
め
て
の
闩
米
間
，に
お
げ
る
三
角
質
易
の
亂
定
案
も
、

一
考
に
價
し
ょ
ぅ
。 

、
 

-

,

K第
六
*
は
、.極
東
¥
お
け
る
ア
メ 

V九
‘の
質
易
政
策
Co
.
.展
開
釔
中
•心
^:
、.他
列
强
と
’の
關

聯

を

吟

味

す

る

。
，
さ
ら
•
に
各
國
の 

現
往
に
お
げ
る
諸
種
の
貿
易
統
制
手
段
の
援
用
■か
’ら
、.
•
•
そ
の
將
來
•へ
べ
の
見
透
し.が
行
は
れ
，る
。
著
奢
の
所
；5
|は
.常
広

樂

觀

的

で

，
あ

る

、 

訐
皲
經
濟
.下
に
土
業
化
過
程
を
迪
ゲ
ゆ
く
國
.々
，に

っ

い

て

は

，
、

ヅ

«

制̂
眼
の
除
去
は
困
難
を
豫
想
さ
れ
る
と
し
て
も
、
尙
打
開
の
途
あ
 ゝ

り

と

見

，て

ゐ
.今

’且
っ

最

近

唱

：
へ

.ら
‘れ

.̂
所

<9
:
世
界
的
な
經
濟
曜
の
'樹
1立
運
動
ノ
地
域
主
義
O
R
c
i
n
s
e'
の
傳
播
に
言
及
し
、
極 

東
に

^
い
て
は
日
本
、
ィ
ギ
リ
ス
、和
蘭
、
ア
メ
リ
カ
の
擔
當
す
べ
き
指
導
的
役
割
を
指
摘
す
る
。
然
し
て
極
東
の
經
肩
的
安
定
の
た
め 

の

原

則

と

し

て

揚

げ

、
る

所

^
、
-次
.の
-四
項
目
で
，あ
.る
。
、

•
.
.
.

' 

: 

•
: 

. 

•

;

,

,(
一
〕

.
そ
の
'資
源
に
適
應
し
：た
經
濟
確
立
の
た
め.
の
猶
利.
の’確
認(

獨
耷
國
た
る
と
植
民
地
た
る
と
問
は
ず)

。
,

■パ
ニ)

-,
;
1
:戶
開
放
主
義
の
新
解
釋
1

現
代
の
質
晶
統
制
下
に
お
'け
.'る，機
會
均
等
を
規
定
す
る
も
.の
と
す
タ

'

:■
•
. 

,
.や1ニ
>「

賣

る

た

め

比

は

，買
ふ
べ

'き
-

」

と
の
ノ
舊
來
0
商

業

政

策

上0
原
則
苒
確
認

>0
; 

■
_
'.
: 

_
 

,

,

(

四)

',
通
商
關
係
i

礎
と
し
、
ず
の
‘法
令
上
の
■義
務
の
、
受

輯

：

..
ン

‘

ぺ
' 
,

X
 

、
：
ゾ 

そ
の
說
く
所
、'.
必
づ
じ
も
現
狀
に
郎
し
た
と
ば
言
へ
ず
、..
叉
囅
か
理
想
的
^
失
す
'る
'念
は
免
れ
な.
い
が
、
著
荞
の
樂
顧
的
に
し
て
建 

設•的
'な
態

度

は

、
，高

く

評

倒

し

て
^
な
り
で
あ
ら
ぅ
0
、
こ
、
に
、そ
.の
結
論
を
則
用
し
て
’、.
著
者
の
抱
負
を
明
セ
か
に
し.
±.
5'
。.

,

'

E.
B
•
デ
4 
1
ト-
リ
•
ッ

îil?

.'*

ア
メ
身
为.
の
経
衆
® '
易 
i

\ 

1 
S
I 

(
s

i
s
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四

3
1

、六)

「

上
記
の
諸
照
則
は
攀
純
に
響
く
か
，も
知
れ
'な
い
や
望
質
易
の
實
狀
を
檢
；

k

し
て
見
る
夂
こ
れ
，ら
す
ら
も
現
實
の
行
里
お 

>
v

' x
精
神
に
'お
い

そ

、
，
屢
A
守
4
れ
な
か
つ
た
の
'で
あ
る
，
先.g

g

の
利
益
め
，
た
^
に
、(

後
進
國
め0

H

業
化
；

v

遲

ら

せ

'る
努
力
が 

行
は
れ
たo

#
國
M.
の

の

^
fe
1,
に
、
と
と
に
，日
本
に
對
し
て
^
自
然
の
市
場
ガ
_̂

せ
G
れ

た

。

質

易

政

策

は

双

^

の
通
商
利
益 

を
考
慮
せ
ず
に
、；
一
方
的.y

：

樹
立
せ
ら
れ
た
。
麗
約
は
贫
颯
の
利
益
の
た
め
に
、
無
駄
せ
ら
れ
た
。(

し
た
が
つ
て)

上
匿
則
の 

.1

部
を
適
用
す
衾
总
も：

植
民
&

側.
に
對
しV

、

特

權

的

镄

强

ふ

る

事

H
'

な
I

。
又
脆
S

或
は
利rU

的
I

、 

工
業
は
打
f

蒙•
き
.
«..°
そ
れ
か
ち
從
來
支
那.
に

對

し

て

，
評

せ

k
れ
來
つ
た_

上
.
經
濟
上
の
諸
聽
は
徹
f

れ
る
事

と
I

O

 

最
後
にr

日
本
の
輸
出
品
に
對
1
て
響
な
柳
ロ.
を
與
へ
る
事
は
、
そ
の
特
殊
’の•
緊
切
な
要
求
か
ら
し
て
、
現
實
に
解
狄
さ
る
べ
き
必 

萸
が
あ
る
パ
：
‘
 

、•- 

,- 

•

パ.
，
.

.

'
' 
.

-

;

い
づ
れ
に
し
て
も
規
洋
か
ら
の
.

_
收

奪

の

時

代

は

終

つ

た

の

、
で

あ

る

。

，現

在

で

は

す

べ

.
て

の

東

洋

諸

國

に

か

い

て

國

家

的

統

制

が

極
 

度
に
進
展
し
"
東

洋

す

場

，
が
，
自

由

‘に
‘開
放
ざ
れ
る
事
も
、
望
み
少
く
，な
つ
た
と
見
ら
れ
る
、
若
し
も
そ
れ
-ら
が
^
^
_開
放
洚
1.
、
且 

つ
そ
W
對
外
質
易
統
制
が
健
.全
，
な

る

政

策

、

•の
上
に
樹
立
ざ
れ
る
な
ら
ば
ハ
極
取
と
.の
貿
易
は
以
亂
ょ
り|

層
{
S疋
I
し
、
公
於
な
も
の
，
 

I

t

'
。
太
平
洋
質
易
の
新
發
坫
に
澍
す
る
定
則
を
見
出
す
事
は
-
決
し
て
簡
單
容
易
な
業
で
ぽ
な
い
が
、
し
か
も
そ
れ
は
最
近
の 

通
商
外
交
に
對
し
て
、
澉
然
た
る
桃
戰
を
意
味
す
る
も
の
”で
あ
る
0」

•

•
ぃ
.

ブ

—

フ

水

ル
_
:
ッ
、「

正

镇

ミ

は

何

か
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へ
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一
.

近.
頃
我
國
に
於
て
は
.1
£

償
論
が
問
題
と
な
つ
て
來
て
居
る
。
統
制
經
濟
の
時
世
に
於
で
、
政
府
が
市
場
S

格
機
構
に
干
渉
す
る
に 

連
れ
て
、
商
品
の
惯
格
を
ど
う
し
て
定
め
，よ
う
か
と
先
づ
考
へ
^

る
を
得
な
‘い
。
又
政
府
が
或
方
针
に
從
つ
て
定
め
た
公
.定
僙
格
に
爱 

し
て
は
色
々
な
方
面
か
ら
是
非
の
儀
論
デ
起
つV

來
气
蓋
し
經
濟
が
政
治
化
さ
'れ
た
當
然
の
現
象
で
あ
る
。
實
際
社
會
の
'斯
様
な
變 

化
に
應
じ
て
經
濟
學
の.
內
部
に
も
亦
變
化
が
起
る
。
即
ち
經
濟
學
の
中
に
•
經
濟
政
策
的
要
素
が
浸
潤
し
、
理
解
す
る
經
濟
學
が
規
範
經
，
 

濟
學
に
移
ら
う
，と
す
るS

で
あ
る
。
蜃
論
如
岸
は
此
傾
间
を
示
す
代
表
的
為
I

る
。
之
ま
で
8

に
、
M-
格
は
如
何
に
し
て 

.
定
ま.
る
か
の
代
り
に
、
慠
栳
を
如
何
•に
し
て
定
む
ペ
き
か
e

問
題
と
‘な
る
、の.
で-
あ
を
。

.、

」

.

,

班.
®
r-^
4

現
^

の
ド
ィ
ッ
に
吟
て
は
我
國
に
於
げ
る
よ
’り
も.
^ -
に
*'
盛

で

あ

り

-
、

此

方

面

の

研

究

は

®

、々
の
、著
書
や
論
文
.̂
な
つ
て 

幾
つ
か
發
表
ざ
れV

居
る
。
莫
內
の
或
も
の
は
旣
に
我
國
に
い
ち
早
ヽ
;<
紹
士
さ
れ
て
居
る
檨
で
あ
る
。
今
玆
に
紹
介
し
よ
う
と
.す
る
正 

賀
論.
は
、
ブ
ー
フ
ホ
ル
ッ
氏
の
擧
位
論
文
と
見
ら
れ
る
體
裁
の
も
(0
で
、
頁
數
に
し
^

七
十
數
頁
‘か
小
服
子
で
あ
石
。
著
作
の
¥ .
代
は
，
 

一
f l-
i
l一
六•
七
苹
頃
と
思
は
れ
、•
別

に

新

刊

、に

屬

す

石

も

の

.•
で
は
な
い
が
、.
近
，時
我
が
國
に
淤
け
る
洋
書
入
手
難
を
思
ひ
、
簡
潔
にし

：： 
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